
 

 
2021年10月 (第１版) 医療機器認証番号:303ALBZX00028000 

添 付 文 書 
機械器具 16 体温計 

管理医療機器   皮膚赤外線体温計  17888000 

BS サーモフォーカス PRO 
 

【警告】 
●本品を落下したり、ぶつけたりして外部から強い衝撃を与えな

いこと。特に測定センサー部分に衝撃を与えないこと。［全
体の機能が停止する原因になる。］ 

●併用する医療機器の添付文書を必ず参照すること。 
 

【禁忌・禁止】 
●測定結果が 40.0℃を超えた場合、エラー表示が出るように

設定されている。ただし、人によって発熱と判断される温度は
異なるので、エラー表示だけで発熱の有無を判断しないこと。 

●使用者は仕様及び使用上の注意に示された使用条件を満
たさない状況での使用、製造販売業者以外が修理や改
造、再調整などを行わないこと。これらに起因する損害につい
て製造販売業者はその責任を負わない。 

 

【形状・構造及び原理等】 
すべての物体と生物は、表面特性に応じて変化する波⾧の赤外線が放射さ

れる。  

本品は「フェース」ボタン、「ホーム」ボタンを使用し、その物体と生物、人体で

は特に額表面から放出される赤外線を非接触的に赤外線(IR)センサーによ

り検出し、その当該情報をマイクロプロセッサチップ（メインソフトウェアシステム）

により測定前に計測検出した周辺環境温度と共に補正増幅・処理した後、

腋窩/舌下/直腸、いずれかの正確な体温として、または物体表面温度計測

値をデジタル信号に変換して本体ディスプレイ表示および LED 投影用ディス

プレイにより測定部位表面上に投影表示する非接触赤外線温度計である。 

 

1.形状 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2.寸法及び重量 

外形寸法:138 (D) x 43.5 (W) x 21.5 (H) mm 

質量:90g (電池含む) 

3.電気的定格 
電  源:単４アルカリ電池4本 

電源電圧:DC 6V 

4.機器の分類 
電撃に対する保護の形式による分類:内部電源機器 

電撃に対する保護の程度による分類:BF 形装着部 
 

5.各部名称及び機能 
 名  称 機  能 

1 投影用 LED ライト 
測定位置マーカーを LED 投影することによ
り、測定距離を確認するポインターライト 

2 赤外線パラボラアンテナ管 
放射赤外線を測定センサーに集束受信さ
せる放物鏡アンテナ管 

3 赤外線(IR)センサー 
放射赤外線を検知するセンサー 
(パラボラアンテナ管終端部) 

4 投影用 LED ライト 測定温度値表示を LED 投影することによ
り、測定距離を確認するポインターライト 

5 本体ディスプレイ 
校正用周囲温度の測定補正減算時間、
測定温度数値、補正体温個所の選択、
警告を表示する 

6 「フェース」ボタン 

額面の体温測定使用前の校正用周囲温
度の補正測定時に押す。 

額面の体温測定時に LED ポインターライ
トを投影するために⾧押しする。 

押し続けて測定距離確認後、ポインター
点滅し体温計測値の表示。 

7 「ホーム」ボタン 

物体表面温度測定使用前の校正用周
囲温度の補正測定時に押す。 

物体表面温度測定時に LED ポインターラ
イトを投影時に⾧押しする。 

押し続けて測定距離確認後、ポインター
点滅し温度計測値の表示。 

8 「Mem」ボタン 

計測データは９検体まで測定毎に自動的
に保存された測定データを読出し再表示
する時に、このボタンを押す。押す毎に直前
から古いデータへと保存値の読出ができる。 

メモリーボタンを約８秒⾧押しすると腋窩
(わきの下)/舌下/直腸の各体温設定モー
ドの変更ができる。 

9 センサー部保護キャップ 赤外線(IR)センサーおよびパラボラアンテナ
管、投影用 LED ライトの保護 

10 シリアル番号ラベル 本品のシリアル番号の表示。 

11 バッテリーカバー ４×単４アルカリ電池ボックスのカバー 

12 バッテリーカバー取外方向 電池交換時にくぼみを押して矢印方向に
スライドさせ取り外す 

13 マイクロプロセッサチップ IC メインソフトウェアシステム回路(本体内) 

 

ご使用前に取扱説明書を必ずご参照ください。 
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集束位置(同心円中心位
投影用 LED ライト 

6.動作原理 
すべての物体と生物は、表面特性に応じて変化する波⾧の赤外線が放射
される。 
本品は「フェース」ボタン、「ホーム」ボタンを使用し、その物体と生物、人体で
は特に額表面から放出される赤外線を非接触的に赤外線(IR)センサーに
より検出し、その当該情報をマイクロプロセッサチップ（メインソフトウェアシス
テム）により測定前に計測検出した周辺環境温度と共に補正増幅・処理
した後、腋窩/舌下/直腸、いずれかの正確な体温として、または物体表面
温度計測値をデジタル信号に変換して本体ディスプレイ表示および LED
投影用ディスプレイにより測定部位表面上に投影表示する非接触赤外線
温度計である。 

 
7.測定距離を確認する原理 
 
 
 
 
 
 
 
 
同一中心を持つ円弧上に投影用
LED ライトを２ヶ所配置し、投影位
置マーカーが集束する位置(同心円
中心位置)で正確な測定距離を確
認するポインターライト方式である。 
 

8.仕様 (ASTM E1965-98:2016 規格に準拠) 
性能に関する項目 仕   様 
体温測定範囲（額表面） 34.0 ～ 42.5℃ 

物体表面温度測定範囲 1.0 ～ 80.0℃ 

室内温度測定範囲 0.1 ～ 45.0℃ 

測定精度レベル 
 
体温測定範囲(額表面) 
(ASTM E 1965-98: 

2016規格に準拠) 

1.0 ～ 19.9℃:±1.0℃ 
20.0 ～ 33.9℃:±0.3℃ 
34.0 ～ 35.9℃:±0.3℃ 
36.0 ～ 39.0℃:±0.2℃ 
39.1 ～ 42.5℃:±0.3℃ 
42.6 ～ 80.0℃:±1.0℃ 

最小表示単位 0.1°C 

使用環境温度動作範囲: *10～45°C (推奨範囲:16～40°C) 

使用環境湿度動作範囲: 15％～93％（但し、結露のないこと） 

保管環境 保管温度:-10℃～+60℃ 
保管条件:清潔・乾燥した結露のない場所 

赤外線放出面測定距離 約 6 cm 

測定距離確認 
ポインターライト 

投影用 LED ライト 
(安全性:IEC62471準拠) 

電気的
定格 

電源 単４アルカリ電池４本 

定格電圧 DC６Ｖ 

電撃保護の形式と程度 内部電源機器、BF 形装着部 

警告 
機能 

低電源動作管理 低電源時  :乾電池低容量マーク表示 
電池交換時:電池切れ「E.1」表示 

使用環境範囲外 低室温時:「Lo.5」表示 
高室温時:「Hi.4」表示 

外形寸法: 144(L) × 43.5(W) × 21.5(H) mm 

重量: 90 g (電池重量含む) 

＊10～15.9°C、40～45°C の室温範囲でも「フェース」ボタン使用で体温
は測定できる。また1～15.9°C および40°C を超える室温範囲でも「ホ
ーム」ボタン使用で物体表面温度は測定可能であるが、いずれも測定精
度は保証されない。 この場合、測定値と「Lo.5」または「Hi.4」が測定値
と交互に表示される。  

 

【使用目的又は効果】 
本品は額の皮膚表面温度を測定するために用いる。 
 
【使用方法等】 
2種類の異なる使用環境モード設定 
「NURS」モード:(デフォルト設定) 

「NURS」モード設定は、施設内の部屋から部屋へ移動して多くの体温
測定管理を行う看護師、または大きな施設などで多人数の集中的な
体温測定の使用時を想定した、推奨モードです。このバージョンの使用
時には、MQCS（手動クイックキャリブレーションシステム）を使用環境
毎に行うことが必須になります。 

「DOCT」モード: 
「DOCT」モード設定は、特定の診察室または、手術室等で使用する
ことを想定したモードです。使用する室内で、AQCS（自動クイックキャ
リブレーションシステム）が自動的に動作開始し、温度計を室温にすば
やく安定させます。ディスプレイには、安定化に必要な時間を示すカウン
トダウン数(分、秒単位)が表示されます。測定を行う前に、デバイスに
触れずにカウントダウン(約４分間)が終了するまで待つか、状況に応じ
て「NURS」モードと同様のMQCSを行います。 

 

1. 電池の交換 
使用を開始する前に本品に単４アルカリ電池４本を装着すること。 
また、電池が消耗した時も同じ手順で新しい電池と交換すること。 
1). 本品の裏側の電池カバーを押しながらスライドさせて外します。 
2). 古い電池が装着されている場合は、取り出す。 
3). 新品の単4アルカリ電池を4本＋/－極を確認して装着する。 
4). 電池カバーをスライドさせ閉じる。 

 

2. 各モードの設定 
• 摂氏(  )または華氏(  )記号。 
• 口腔舌下(ORAL)、直腸(RECTAL)、腋窩(AXILLA)、深部体内温

度(        )の測定推定値。 
• 「NURS」モード(       ):「HOME」および「Mem」ボタンは無効。

MQCS は 30 分毎に必須。 
• 「DOCT」モード(       ):「HOME」および「Mem」ボタンが有効。

AQCS が標準設定、MQCS はオプション 
• ≥37.0°C、≥37.5°C、≥38.0°C高熱アラーム体温レベル変更: 

温度計が「Hi.2」と温度を交互に投影表示する温度設定値を
選択。(7秒間表示） 

• 「メモリ」機能の有効化(         )または無効化(            ) 
• 「空気」機能の有効化(           )または無効化(          ): 

室内の空調/風量に応じて設定。 
 

必要に応じて、これらの設定を次の手順で変更できます。 
• 体温計がオフまたは周囲温度を表示しているスタンバイモードのと

きに、「Mem」     ボタンを押したままにします。約 8 秒後、ディ

スプレイの表示が変化し、下図の様な順番に表示されます。 
 
 
 

摂氏 華氏 舌下 直腸 腋窩 深部体内温度 
 
 
 

NURS DOCT 高熱アラーム体温レベル変更 
 
 
 

メモリー機能 ON/OFF  室内の空調/風量対応 ON/OFF 
 

現在の設定済モードは、緑色のバックライトで強調表示されます。 
• 新しい希望の設定が表示されたら、ボタンを放します。紫色のバックライト

が緑色に変化して設定完了します。  
一回の操作で変更できる設定は 1 モードだけです。 

 

近い 遠い 適正距離 

ご使用前に取扱説明書を必ずご参照ください。 
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3. キャリブレーションシステム(測定環境温度補正機能) 
 
AQCS（Automatic Quick Calibration System） 
自動測定環境温度補正機能 

 
AQCS は周囲温度を表示しているスタンバイ時、本品の測定環境温
度に対する自動安定化を事前に行い、直ぐに室温に順応した測定が
可能になる機能である。 通常、５分以内で分と秒のカウントダウンが
終ると正確な測定が可能となる。 
AQCS が完了するとディスプレイ上に「AQCS」と室温が表示される。 

 
MQCS（Manual Quick Calibration System） 
手動測定環境温度補正機能  

 

MQCSは本品を周辺温度の異なる場所に移動した時 (例:屋外か

ら屋内へ、部屋から部屋へ移動した時)、手動で測定環境温度補正

し、約10秒後に使用できる様にする機能。 

 

MQCS機能(手動補正)の使用法 
 

-    「フェース」と    「ホーム」ボタンを同時に押すと、"CAL" と表示

される。 

- 10秒以内に、室温を反映する室内の壁/ドアまたは室内の物体に向

け、    「ホーム」ボタンを押す。 

- ボタンを放すと、投影用LEDライトが2回ゆっくりと点滅し、ディスプレイ

に現在の室温が表示され、体温計は直ぐ使用できる状態になり、ディ

スプレイ上に「MQCS」と室温が表示される。 

 
4. 体温（額表面）及び物体表面温度の測定: 
 
1). 電池の装着を確認し、測定の準備を行う。 

2).     「フェース」ボタンまたは    「ホーム」ボタンを押して、⾧押しす

ると、2つの投影用LEDライトが点灯し、額の中央部または、対象物

に温度測定値と２つのアーチが投影表示され始める。 

3). 温度測定値が２つのアーチ間内に入るまで額面または、対象物面に

対して直角に、前後移動させる。 

4). 温度測定値が２つのアーチ間内に入った時が、温度測定の適正距

離を示し、正確な温度測定が可能になる。 

5). ライトが点滅し始めるまで、適正距離を保ちながらデバイスを安定した

状態に保持する。 

6). ライト点滅後、測定された温度は本体ディスプレイ上でも読み取ること

ができ、ディスプレイは水色で点灯する。 

 

5. メモリ機能 
 
1. 計測データは９検体まで測定毎に自動的に保存され、10検体以降

の測定データは上書きされます。 

「Mem」     ボタン（DOCT モードまたは NURS モードで有効にな

っている場合）を使用すると、最後の9つの温度測定値を呼び出すこ

とができます。 

2. 「Mem」    ボタンを2回押します。ディスプレイが「紫色」に点灯し、

最後の測定値が数字の１と測定時に使用されたボタンによって異な

る   か   の記号と共に表示されます。 

ボタンをもう一度押すと、最後から２番目、最後から３番目の測定

値などが呼び出され、２、３などの数字と共に表示されます。 

3. 押す毎に直前から古いデータへと保存値読出再表示する。 

 

 

【使用上の注意】 
 
1. 重要な基本的注意 

1) 使用環境温度/湿度以外の環境下で使用しない。 

[故障の原因になる。正しく測定できない。] 

2）保管環境温度/湿度以外の環境下で保管しない。 

[故障の原因になる。正しく測定できない。] 

3) 本品や付属品を乳幼児の手の届かない場所に置くこと。 

[誤飲やけがのおそれがある。] 

4）本品を分解・改造しない。[故障の原因になる。] 

5）本品に激しい衝撃を与えない。[故障の原因になる。] 

6）本品を直射日光にさらさない。[故障の原因になる。] 

7）測定センサーに触れない。[誤作動や故障の原因になる。] 

8）本品を液体につけない。液体のかかる場所で使わない。 

[故障の原因になる。] 

9）測定センサーや投影ライトを強く押したり、硬いものや鋭利なもの

で突いたりしない。[故障の原因になる。] 

10）携帯電話/短波無線機などの近くで使用しない。 

[誤作動や故障の原因になる。] 

11) 損傷があるときは使用しない。[けがのおそれがある。正しく測定

できない。] 

12) 測定センサーアンテナ部や投影ライトレンズに傷があるときは使用

しない。[正しく測定できない。] 

13）測定する物体に接触させない。[正しく測定できない。] 

14) 発煙・異臭または異音が生じた場合には、直ちに使用を中止する。 

15) 本品に水をかけない。[感電の危険がある。] 

 

2. 使用上の注意 

1). 本品は、室温が 16～40°C の温度で安定した部屋で使用すること。 

2). 温度計を温度測定する部屋の環境温度とは異なる部屋から持ち

込む場合、(またはキャビネットや机の引出しなどから取り出す場合も

含めて) 温度計本体温度を安定させること。  

3). 直ぐに使用する場合には、MQCS(手動環境温度補正)を行うこと。 

通常は、AQCS(自動環境温度補正)によって、温度が安定するまで

５分以内のカウントダウン終了を待つと室温が表示され使用できる。  

4). 次の状況では、温度測定はしない。  

• 被験者が外気に触れていたか、または換気された別の部屋から移

動して来た場合、または温度計が使用する部屋とは異なる温度の

部屋から持って来た場合 

• 温度測定する数分前に、被験者が以下の状況の場合:  

- 歩いていた、走っていた、運動していた。  

- 帽子等、またはスカーフを着用していた。  

- 額に冷たい湿布をしている。  

- 入浴、シャワー、シャンプー、ヘアドライヤーの使用後、直射日光

や暖房器具の熱、冷塗布薬剤、エアコンの風などの悪状況下。  

上記のいずれかの要因があった場合は、被験者の額面温度が安

定するまで数分待つこと。  

5). 同じ被験者を数回測定する時は、常に同じ計測条件で行う。 

正確に額の中心に対して垂直に温度計を保持する。 

6). 温度測定の投影領域の周囲に眉毛、髪の毛、または衣服がな

いことを確認する。 正しい測定ができない。 

7). 温度測定部の化粧や、しわの多い高齢者、額部の発汗、表面

的な傷、頭部外傷がある場合、正しい測定ができない。  

8). 温度計を耳や体の他の部分に直接接触させて使用しない。 

 
ご使用前に取扱説明書を必ずご参照ください。 
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【保管方法及び有効期間等】 
 

1. 保管方法 
・ 保管温度:-10℃～+60℃ 
・ 保管条件:清潔・乾燥した結露のない場所 

日光下や強い電磁波の生じる場所、ほこりの多い場所、湿気の多

い場所では保管しない。 

 

2. 耐用期間 

・ 耐用期間:10 年 

 

 

【保守・点検に係る事項】 
 

＜本品のセンサー部分の清掃＞ 

●赤外線センサー部分の清掃:センサー部分は非常に精巧ですので、指

や他の物でセンサーに触れないで下さい。 

●赤外線センサーアンテナ管(先端中央の金属部分)やその奥のセンサー

部分の清掃が必要な場合は、アルコールで軽く湿らせた綿棒を、力を

加えず優しく導入路に当てて下さい。必ずアンテナ管奥のセンサーの方

から手前に引くようにして清掃を行って下さい。アンテナ管の鏡面にきず

や何らかの損傷が生じる原因となりますので、それ以外の物や液体での

清掃は避けて下さい。 

 

＜本体の清掃および消毒＞ 

●低刺激の石鹸水を浸した柔らかい布をよく絞り、拭く。 

●アルコールを湿らせた柔らかい布で拭いて消毒する。 

●本品には液体が入らない様に注意する。 

●本品が完全に乾燥するまでは使用しない。 

 

＜使用者による保守点検事項＞ 

●劣化等による電池の内部液が目に入った時は、すぐに多量のきれいな

水で洗い流し、医師の治療を受ける。 

●劣化等による電池の内部液が皮膚や衣服に付着した場合派には、す

ぐに多量の水で洗い流す。 

●電池を火に入れたり、加熱、分解、改造などしない。 

●電池の＋/－極を逆にして使用しない。 

●付属の電池を充電しない。[液漏れ、発熱、破裂のおそれがある] 

●電池は＋/－極を針金などで接続したり、金属製のネックレスやヘアピ

ンなどと一緒に持ち運んだり、保管をしない。 

●使い切った電池はすぐ本品から取り出す。 

●本品が濡れている時や湿気の多い場所では絶対に使用や電池交換

をしない。また濡れた手で電池交換をしない。[感電の危険がある] 

●指定されている電池以外は使用しない。 

●電池の交換は、本文書「電池の交換」の項目の手順に従う。 

●電池の交換するときは電源を切った状態で行う。 

●電池交換後は必ず電池カバーを閉じてから使用する。 

●⾧期間使用しない場合には、本品から電池を取り出す。 

●電池を廃棄するときは使用地域の定める方法に従う。 

●本品に添付された電池は動作確認用のため、測定使用時には新しい

電池を使う。 
 

 

 

 

 

【製 造 販 売 業 者 及 び製 造 業 者 の氏 名 又 は名 称 等 】 

製 造 販 売 元 :株 式 会 社 ビットストロング 

電 話 番 号  :03-3868-5605 

製 造 業 者  :Tecnimed s.r.l.  

製  造  国  :イタリア 

ご使用前に取扱説明書を必ずご参照ください。 
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